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研究成果の概要（和文）：少数の健常者を対象に、検査に要する時間の短縮を図るプロトコールを開発し、検査時間を
1時間から30分程度の短縮可能となった。精神神経疾患患者においても、二連発磁気刺激検査を行い、皮質興奮性、GAB
A受容体機能の変化を測定しているが、途中、磁気刺激装置の故障による研究の遅れが生じ、十分な症例数が集積して
いない。今後さらに症例を積み重ねて最終的な結論を導き出す予定である。臨床評価項目として測定している脳波の数
値解析により、認知症患者での脳内の機能的結合に異常があることや、正常圧水頭症患者の髄液排除試験前後の脳波変
化を解析し、シャント手術の治療効果の予測に有用であることを英文論文として発表した。

研究成果の概要（英文）：We developed a test protocol which could shorten testing time to reduce 
psychological stress of neuropsychiatric patients. We could not gather sufficient number of data to reach 
final conclusions so far due to a breakdown of transcranial magnetic stimulation apparatus. We also 
gather clinical data including electroencephalograph (EEG). EEG analyses revealed abnormal neural 
functional connectivities in patients with dementia and the utility for prediction of shunt operation 
effect in patients with idiopathic normal pressure hydrocephalus. We have repoted these results in 
foreign scientific journals.
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１．研究開始当初の背景 
 二連発磁気刺激では刺激パラメータの調
整により、大脳皮質の抑制・促通を引き起こ
すことが可能であるが、これらの現象は
GABA-A、GABA-B 受容体の機能と関連する
ことが証明されている。精神神経疾患におい
て反復的経頭蓋磁気刺激による治療法を開
発する研究は多く知られているが、二連発磁
気刺激を検査法として開発する研究は皆無
に近い。近年、統合失調症では GABA 系の機
能異常が明らかになってきている。また多数
の向精神薬が上梓されるようになっている
が、これらの GABA 系への影響はほとんど検
討されていない。てんかんでは皮質興奮性に
異常があることが想定されており、全般てん
かんと部分てんかんでは皮質興奮性の相違
が想定されている。電気けいれん療法では治
療経過中にけいれん閾値が上昇し、皮質興奮
性が変化することが知られている。こうした
精神神経疾患の病態や向精神薬の作用機序、
および電気けいれん療法の作用機序の解明
に二連発磁気刺激が有用である可能性があ
り、本研究に着手した。 
 
２．研究の目的 
 精神疾患患者で円滑に検査を行うため、検
査時間の短縮、効率化を図ることを出発点と
し、統合失調症、てんかん、認知症などの精
神神経疾患での皮質興奮性、GABA 受容体機
能の異常を明らかにし、診断への有用性や病
態との関連を検討する。電気けいれん療法の
経過により皮質興奮性や GABA 受容体機能
の変化を明らかに、治療効果との関連を検討
することで、電気けいれん療法の作用機序を
解明する。新規向精神薬の服用による皮質興
奮性、GABA 受容体機能変化を検討し、作用
機序解明の一助とする。 
 
３．研究の方法 
 統合失調症、てんかん、認知症などの精神
神経疾患の治療前後、電気けいれん療法の治
療前後、新規向精神薬の服用前後において、
二連発磁気刺激を用いて、皮質興奮性、GABA
受容体機能の評価を行う。磁気刺激の検査項
目としては、運動閾値、SICI、LICI、ICF、
CSP を評価する。臨床的な評価としては、脳
波、脳磁図、認知機能（WAIS-III、MMSE など）、
精神症状（PANSS、HAM-D、CGI など）、発作頻
度、薬物血中濃度を測定し、二連発磁気刺激
の検査結果と臨床評価項目との関連を検討
する。 
 
４．研究成果 
少数の健常者を対象に、検査に要する時間

の短縮を図るプロトコールを開発し、検査時
間を 1 時間から 30 分程度の短縮可能となっ
た。精神神経疾患患者においても、二連発磁
気刺激検査を行い、皮質興奮性、GABA 受容体
機能の変化を測定しているが、途中、磁気刺
激装置の故障による研究の遅れが生じ、十分

な症例数が集積していない。今後さらに症例
を積み重ねて最終的な結論を導き出す予定
である。臨床評価項目として測定している脳
波の数値解析により、認知症患者での脳内の
機能的結合に異常があることや、正常圧水頭
症患者の髄液排除試験前後の脳波変化を解
析し、治療効果の予測に有用であることを英
文論文として発表した。 
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